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※通常は発行日の2カ月前の数値を掲載しますが、国勢調査の
集計の都合上、今回は9月末現在となります。

みやぎの人口（令和3年9月末現在）

住民基本
台帳人口 2,271,922人 世帯数 1,024,359世帯

男 1,107,795人
※うち、外国人住民基本台帳
　人口は21,076人です。　

女 1,164,127人

今号の表紙

アマビエ様に願いを込めて 
(大崎市/鹿島台神社) 

江戸時代に熊本の海に出現し、豊作や疫
病などを予言した妖怪アマビエ。疫病が
流行したら自身の姿を書き写すように
言ったとされ、鹿島台神社には御神木を
使って製作されたアマビエ様が鎮座して
います。新たな年を迎え、今年こそ新型
コロナウイルス感染症が収束することを
祈ります。

仙台・宮城観光PR
キャラクター
むすび丸
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2 みやぎの１年を振り返る 2021

4 新春知事インタビュー 2022

8
特集

宮城県は令和４年2月
誕生１５０周年を迎えます

12
県政ニュース

普通会計決算

14
県政ニュース

第40回全国豊かな海づくり大会開催報告

15
県政ニュース

第３期みやぎ食と農の県民条例基本計画

16 7つの地域から虹メール

18 お出かけガイド

20 みやぎのふるさと通信（涌谷町・白石市）

21 県立施設インフォメーション

22
新型コロナウイルス感染症に関する
お知らせ

23 県からのお知らせ
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　県内では6月19日〜21日にかけてオリンピック聖火リレーが実施されま
した〈写真 8 〉。総勢280名の聖火ランナーが聖火をつなぎ、県内沿岸部
を中心に駆け抜けました。各日の最終区間では聖火到着を祝ってイベント
が行われ、聖火台に希望の灯がともされました〈写真 9 〉。
　また、7月23日のオリンピック開幕に先立ち、7月21日から宮城スタジ
アム(利府町)でサッカー競技が男女計10試合行われました〈写真 10〉。
　さらに、8月7日から16日にかけて県内9市町でパラリンピック聖火採火
イベントが行われました。最終日の集火式では、9つの種火が宮城県の火
として1つに集火され、東京へ送り出されました〈写真 11〉。

県ゆかりのメダリスト
野球
　田中将大選手、浅村栄斗選手
　（東北楽天ゴールデンイーグルス所属）

卓球男子団体
　張本智和選手（仙台市出身）

パラリンピック バドミントンシングルス 　ダブルス
　鈴木亜弥子選手（七十七銀行所属）

車いすバスケットボール 男子
　豊島英選手、藤本怜央選手（宮城ＭＡＸ所属）

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会

2021

みやぎの
１年を
振り返る
　東日本大震災から１０年が経過した昨年
は、東京２０２０オリンピックや全国豊かな海
づくり大会など、大きなイベントが県内で開
催され、復興を内外に発信し、支援への感
謝を伝えることができました。
　また、一昨年に引き続き、新型コロナ
ウイルスの流行は、県民生活に大きな影
響を及ぼしましたが、ワクチンの接種が進
み、収束へ一歩近づいた１年となりました。
２０２１年にあった県内の出来事や主な施策
について振り返ります。
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